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1　は　し　が　き

リンゴの花粉ねん性については，既に多くの報告があ

る1，め。筆者らは．リンゴ育種の基礎資料とするため．当

場で収集した品種の各種形質を調査してきが）。その一環

として，216品種の花粉ねん性について調査したので，そ

の概要を報告する。

2　調　査　方　法

開花直後の花を10花採集し．ふ卵器で閑やくした。閲や

く後．花粉を酢酸カーミンで染色し．一品種につき500粒

以上の花粉を100倍で検鎖した。

花粉の分類は．正常花粉，変異のある花粉，空虚花粉に

分けて調査し．花粉粒に原形質が認められる前2者をねん

性花粉．後者を不ねん花粉とした。

花粉の発芽試験は，寒天1％．庶糖10％の培地を用い．

25℃で5時間発芽させたのちにコットンブルーで染色し，

検鏡した。

3・結果及び考察

（1）主要品種のねん性率

調査した216品種の75％が引％以上の高いねん性率を示

し，ねん性率が20％以下の品種はなかった（図1）。
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現在栽培されている主要品種は，主に2倍体（2彿＝34J

で．一部が3倍体（27乙岩51）である。調査した2倍体203
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品種の平均ねん性率は87．6％と高かったが．3倍体13品種

の平均ねん性率は68．1％で，2倍体に比べて低かったく表

2）。しかし，スパイゴールドとジョナゴールドは，2倍

体と同等の高いねん性を示した。

表1主要品種の稔軽率

品 馳 名　 稔性率　　　（％） 品 種 名　 稔性率　　　（％）

印　　　　　 度　　 97．9 ふ　　　　　　 じ　　　 91．2

紅　　　　　 玉　　 95．9 つ　　 が　　 る　　　 99．5

陸　　　　　 奥　　 77．5 ゴ　ー　ル　デ　ン　　　 93．9

ジ ョナゴールド　　 85．1 祝　　　　　　 91．9

王　 杯　 89．6

国　 光　 95．2

ス タ　ー キ ング　　　 95．7

蓑2　3倍体品種の稔性率と発芽率

品　 種　 名
稔性 率 発芽 率

讐 纂 妄

（％） （％） （％）

8 1e血 eiIn　P ipp ln 6 8．3 －

8 8 1d v in 4 4．7 －

C lose 54 ．3 － －

福　 錦 79．7 12．0 15．1

O r8㈹n S te in 6 3．1 6．9 10．9

Jo n8卯 Id 85．1 － －

陸　 奥 77 ．5 6．9 8．9

R ．L G reen in g 6 6．7 19．4

8．8

29．1

14 ．2

S pig山d 96．9

T om p k i n s E in g 6 1．9

W t沌Ste r 49．4 7．8 15．8

S t87 m 8 m ，s W ine拍 p 57．2 13．5 2 3．6

P 8 rag O n 8 0．2 1 1．0 13，7

平　　　 均 68．1 10．8 16．4

主要品種のねん性率は表lに示したように，3倍体品種

の陸奥が77．5％でやや低いが，そのほかの品種は，いずれ

も80％以上の高いねん性率である。特に，デルヤスとその枝

変りは，いずれも95％以上の非常に高いねん性率であった。

（2）不ねん性率の高い2倍体品種

2倍体品種は．一般的に花粉ねん性が高いが，調査した
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2倍体品種の中には．不ねん性率が30％を越す品種があっ

た（表3）。

旭は不ねん性率が51％と高く，その枝変りであるブラッ

クマックも50％近い不ねん性率である。また．旭の自然交

雑実生であるメルバ及びメルバの枝変りであるレッドメル

バも，それぞれ32．川，46．8％と高い不ねん性を示した。

旭あるいはメル′ヾを親に持っているナイアガラ．コートラ

ンド・クインテ，レンジャー，ジュライレッドが同じよう

に高い不わん性を示していることから，旭の不ねん性は遺

伝すろものと考えられる。調査した品種の中で．旭以外に

不ねん性を遺伝すると考えられる品種には．花嫁とマリン

ダがある。ワインサップとその枝変りも不ねん性が高く，

Oberleらの報告とよく一致したl）。

喪3　不稔性率30％以上の2倍体品種

品　 種　 名 不 稔 性 率
（％） 親

址¢Ⅰ皿も08h （旭 ）

M elba

51．0

32．1 O l〉　of 址c lnいISh

R 引l 鮎e lb 8 4 6．8 且は　or　二旺e lb a

がi8g8－8 3 4．2 C 8 r lt o n　x 址e lnto sh

C o r t 18 n d 4 9．9 B on D 8V i 8 × 此e ln tnSb

Q u illte 5 7．1 C rim 8 0m 8 台8u ty X R e d 址やlba

R an 酢 r 76．1 C rim a O n B や8ut Y ×光e lb8

J u lァ代d 57．6 鵬 lb8 ．E a rly 光c lnt0 8b

D o u b le　R ed 37．5 且は　n f M Oln to 8h

B 18 0 k m a C

W in e8 8 p

R e d W i爪e88p

47．2

78．3

3 5．2

　 〝

B M o r W in e 8 8 p

㈲　ねん性率と発芽率

発芽試験を行った品種は多くないが．2倍体品種の平均

発芽率は73・6％である。ねん性花粉に対する発芽割合は約

80％であった。2倍体品種のねん性率と発芽率の相関係数

はr≡iO・6005でやや高く．ねん性花粉は発芽力が高いこと

を示している。しかし，ねん性率が高いにもかかわらず，

マンテットやサマーランドのように，発芽率が極端に低い

品種も認められた（表4）。

3倍体8品種の平均発芽率は10．8％で．ねん牲花粉の発

芽割合も平均16．4％と非常に低い。ねん性率の良い福錦．

パラゴン・陸奥でも発芽率はごく低い。3倍体品種のねん

性率と発芽率の相関係数はr；＝0．0727で．相関関係は認め

られない02倍体品種のねん性花粉が．「股的に良く発芽

するのとは異なり．3倍体品種では．ねん性花粉でも発芽

しないものが多い。これは．Seilheimer等の結果と良く

一致した2）（表2）。

表4　2倍体の捻挫率と発芽率

品　 種　 名
稔 性 率 発 芽 率 発 芽 率

（％） （知
稔 性 率

R e dg o ld 9 8 ．4 9 4 ．4 9 5 ．9

S t8 r k E 8 1ie 8 t 9 9 ．6 97 ．4 9 7 8
J on 8 re d 9 7．1 83 ．1 8 5 6
J o叩 rl m e 8 93 ．6 75 ．3 8 0 ．4

L o d i 9 2．8 7 0 ．6 7 6 1

址 e h 0 8 e 9 6 ．0 8 8 ．7 92 ．4

F r8 n k lin 9 8 ．2 8 5 ．9 8 7 ．5
T u rl e y 98 ．0 6 3 ．9 6 5 ．2

S p 8 r ta n 9 7 ．6 7 8 ．4 80 ．3

8 0 a CO n 9 1 ．7 5 7 ．3 6 2．5

F i re s id e 3 3．5 1 6 ．0 47 ．8
E a ra k e n 9 1．0 63 ．6 6 9 ．9

V i e t o ry 5 6 ．6 4 8 ．0 餌 ．8

L 8 k e la nd 8 3 ．2 7 9 ．6 9 5 ，7

V P I　 2 8 7 ．7 7 7．1 8 7 ．9

V P 1　 3 9 5 ．3 7 9 ．1 83 ．0
A pp l 喝 a t e R e d 9 5 ．1 9 0 ．2 94 ．8
8 Cb n e id e r8　R d 9 7 ．9 6 5 ．1 6 6 ．5

N u jo n 9 7 ．4 7 9 ．2 8 1 ．3

H 皿m l∋ 9 6 ．8 9 0 ．0 9 3．0
M on ro e 9 9 ．4 8 4 ．5 8 5．0

址 a n te t 8 8 ．4 2 4 ．5 2 7．7

S u m m l∋r 18 n d 9 8 ．5 2 1．7 2 2 ．0
紅　　　　 玉 9 5 ．9 94 ．7 9 8．7

ゴ ー ル デ ン 9 3 ．9 9 3 ．5 9 9．6
印　　　　 度 9 7 ．7 92 ．1 94 ．3

ス タ ー キ ン グ 9 5 ．7 83 ．0 8 6 ．7
国　　　　 光 9 5 ．2 さ3 ，9 8 8 ．1

半　　 句 9 1．5 73 ．6 7 9 ．7

4　ま　　と　　め

リンゴ品種216種の花粉ねん性を調査した結果，2倍体

203品種の平均ねん性率は87．6％と高いが．3倍体13品種

品種の平均ねん牲率は68．1％とやや低かった。

ふじ・スターキング，つがるなど主要11品種のねん性は．

3倍体の陸奥を除けば非常に良かつた。

2倍体品種の中で不ねん性の高いものが24品種あった。

その中には，旭及び旭を親に持つものが10品種あり，旭の

不ねん性は遺伝すると考えられる。

発芽試験の結果．2倍体品種のねん性花粉の発芽率は，

一般的に商いが，3倍体品種ではねん牲花粉でも発芽しな

いものが多かった。
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